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地球環境にやさしい建物であること

省エネルギー手法等を導入した経済的な建物であること

将来的な人口減少も踏まえ、機能的でコンパクトな庁舎であること

誰もが利用しやすい高い利便性を備えた庁舎であること

市民による多様な交流ができる庁舎であること

手続や相談等のサービスを誰もが快適に利用できる庁舎であること

高い防災機能を有する防災拠点であること
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新庁舎建設に関するアンケート結果概要 

１．目  的  新庁舎建設について、機能や建設地に対する考え方など、市民等の意見を把握するもの 

２．調査方法  Logoフォームによるアンケート(LINE、広報、市ホームページ等による案内) 

３．調査期間  令和 6年 5月 27日～6月 30日 

４．回 答 数  1,502件 

５．概  要 
 
○ 回答者属性 

 

 

 

 

  

   

 

① 新庁舎に求める役割・機能について(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

② 新庁舎の建設地について(有効回答数：1,462) 
 
 
 

【「現地再建」の理由】 
交通の利便性が高い、馴染みがある など 

 
【「二又スポーツ広場」の理由】 

敷地面積が広い など 
 
【「その他」の内容】 

エスプ・公民館、壱番館へ集約、 
津波浸水想定区域外の高台 など 

 

③ その他のご意見(自由記載)※主なご意見 

  ・設備に対する要望（駐車場拡幅、エレベータ設置、バリアフリー化、交流スペース整備 など） 

  ・庁舎機能に対する提案や要望（利用者が分かりやすい配置・案内、庁舎機能の集約 など） 

  ・経済性への配慮（必要最小限のコンパクトな庁舎、メンテナンス性を高めて維持管理費を抑える など） 

  ・庁舎建設の再検討（津波浸水想定区域以外の候補地を探すべき、他の行政課題を優先すべき など） 

年齢層 市民割合 年間来庁回数 


